
会 議 録 

会 議 名 令和３年度第２回東浦町子ども読書活動推進会議 

開 催 日 時 
令和４年３月 16日(水) 

 午後３時から午後４時 30分まで 

開 催 場 所 東浦町中央図書館２階 大会議室 

出 席 者 

委員等 

杉浦義徳氏（委員長）、奥田英子氏（副委員長）、鈴木裕美氏、

西村真理子氏、木水由美氏、鷹見みゆき氏、松下玲子氏、柏木

由里子氏 

事務局 庄子教育長、石川教育部長、佐東図書館長、竹内図書館係長、

綿貫主事、礒部図書館指導員、㈱図書館流通センター島津氏 

議   題 

(公開又は非公開の別) 

１ 令和３年度「東浦町子ども読書活動推進計画（第三次）」に係る実績

報告書について（公開） 

２ 令和３年度子ども読書活動に関するアンケート結果の分析について 

  （公開） 

３ その他（公開） 

傍聴者の数 ０名 

審 議 内 容 

 

◆図書館長 

 館長挨拶 

欠席者と会議の成立について報告を行う。 

 教育長へ挨拶を依頼する。 

 

◆教育長 

（挨拶） 

 

◆図書館長 

 委員長に議事の取り回しを依頼する。 

  

以降は委員長が議事を取り回す。 

 

◇委員長 

次第に従い議事を進める。議題１「令和３年度「東浦町子ども読書活動

推進計画（第三次）」に係る実績報告書について」を議題として、事務局

からの説明を求める。 

 

◆事務局 

 資料に基づき、各関連機関からの実績書内容について説明する。保育

園・児童館・子育て支援センター、健康課、生涯学習課、図書館、学校の

順番に報告を行う。保育園・児童館・子育て支援センターの説明について

は、西村委員及び木水委員へ報告を求める。 



 

◇委員 

各保育園、児童館、子育て支援センターの実績報告を行う。 

 

◆事務局 

 健康課、生涯学習課、図書館、学校の実績報告を行う。 

 

◇委員長 

 事務局及び関連機関の報告を受けて、委員の質疑を募る。 

 

◇委員長 

 ・町内３・４年生対象の「読書感想文相談講座」は、今年度初開催とい

うことだが、何名の参加があったか。 

 

◆事務局 

 子ども１名に対し、講師１名の個別相談式であるため、時間の確保の都

合上、10 名限定として実施した。実際の申込は３名であったため、時間

を十分に確保でき、講師から参加者へ充実した指導がなされていた。 

 

◇委員 

 ・講座参加条件が、書き上げた感想文について、アドバイスを行うもの

であった。講座受講までに読書感想文を書きあげるということが、参加

者のハードルになってしまっていたように感じるため、次回の課題にす

るべきである。 

 

◇委員長 

・来年度は文の構成段階のような書きかけの感想文であっても、参加で

きるような条件を検討するとよいだろう。 

 

 議題１に関する質疑応答を締め切り、議題２「令和３年度子ども読書 

活動に関するアンケート結果の分析」について事務局へ説明を求める。 

 

◆事務局 

資料２-１に基づき、小学校３・４年生へ令和３年 11月に実施したアン

ケート結果について説明を行う。 

 

◇委員長 

 事務局からの説明を受けて、委員の質疑及び意見を募る。 

 

（質疑なし） 

◇委員長 

議題２について質疑を締め切り、議題３「その他」について、事務局へ

説明を求める。 

 

◆事務局 

 議題３は特にないことを報告。 



◇委員長 

 会議全体を通じて委員からの意見や質疑を募る。 

 

◇委員 

 ・議題２のアンケートについて今後の参考にしていただきたい。小学

３・４年生は読み聞かせが好きでなくても、自分のペースで本を読み進

めたいと思う子どもも増える年代でもある。アンケートの設問につい

て、「読み聞かせが好きか」という表現と「読書が好きか」という表現

では、アンケート結果も変わってくると思われる。図書館が求める数値

が明確に表れるような設問になるよう、設問の表現を検討するべきであ

る。 

・図書館では、本の特集展示や司書たちの本棚などの資料展示に工夫が

なされているため、引き続き子どもが様々な本に触れる機会を提供して

いただきたい。  

 

◇委員長 

 ・受身的に読み聞かせを聞くのではなく、自分から進んで読みたい本を

読むことが好きな子どももいるため、「読み聞かせを聞くのは好きでは

ない＝本が好きではない」と受け取ってはならないという認識でよい

か。 

 

◇委員 

 ・その認識で間違いない。 

 

◇委員長 

他の意見がないことを確認し、議事の終了を宣言する。 

 

◆事務局 

事務連絡として、２点の連絡を行う。 

【連絡１】 

令和４年度より、図書館に指定管理者制度の導入することについて報

告。 

図書館の運営管理は、指定管理者である㈱図書館流通センターが行うこ

とを説明。 

図書館には、町の職員は在籍しなくなるが、生涯学習課に担当者を置き、

引き続き図書館業務に関わることを説明。 

来年度の図書館長である指定管理者㈱図書館流通センターの島津氏よ

り挨拶をいただく。 

 

◆事務局 

指定管理者に今後期待する図書館運営について意見を募る。 

 

◇委員 

・英語多読の本の蔵書強化を希望する。 

・先進的な図書館の取り組みを実施し、子どもたちが読書に興味を持つ



ことができる機会を提供していただきたい。 

・学校に図書館の本を届けていただき、子どもたちが本に親しむことが

できる機会として、出張図書館の活動を実施していただくことに期待す

る。 

・図書館だけではなく、東浦町への要望になるが、町営バスのバス停に

図書館前のバス停をつくっていただきたい。 

 

◆事務局 

 いただいたご意見を来年度の図書館運営に生かしていきたい。また、町

営バスのバス停の件について、ダイヤ改正やバス停位置の決定は、公共交

通会議で検討しているため、担当課へ本日いただいたご意見を報告する。 

 

【連絡２】 

委員の任期については、令和５年５月までであることを報告。挨拶をし

て会議の終了を宣言する。 

 

 

 


